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豊かな国際性を育てる   

滞■措f‡川軒辺  
敵  

や口の也がとうであれ、八丁FりとLてl■1】じであ  

るという 叩申汀伴」を焙じとれる人間である  

か、剛手－の村仲を兄′Jけるのでほキく、「烏哺  

を・芋ぶ」甥勢をもっている人口T】であろか、珊  

手の立甥に立「てニドり†晰L、与了・糾できろ人∬悍  

あるか．が問われていろのであろ。   

これレ叶斜酎．ま、刑鼎IFかその巾要件モl■け．と  

L.. イ・どものrl珊生捕を油ヒて椚∫j：に西てて  

し－く以外にノバ去はない。払は、その手段ヒL  

て一丁・どもたちに「人mIの空きる十■fぴの根元」  

草体験きせてやりたいと嘲っている。それは  

勅令的苗場とLての人問の「他に牲＿ご仁一J㌣：≠ぴ」、  

孤袖な餌代Lての「剛追の：・てLr」、感化r11〕な＃  

在ヒLての「憑動の＃ぴ」の二三つである。   

ニJい■〕の苗び印附韓を適Lて十ビもの心の  

廿里 ぐ精仲世相1をJLく、豊かにL、予て」  

んでいるい一丁や人々のた如に酌きたし－、餌削L  

たいという紙状を市てるのであるり そんな心  

情与もー－1た人間L上 必要があ九ござ異見化を叩  

閻L、外相．語をマスづ一十るために哲命に努  

ノJ十ろに違い互いヮl■りじこ璧、‖じキf則であ  

「てもIlけグ伸lや人に況かい共感をよぶもの  

‡ニなろにj空いなIlのであろ。  

据下 郎酢醐巾で  
丁三ノアの廿．柁ぎらLい人の堰を兄か汁ない日  

日むいとうに1った。T†q而崗に囲ま九、畦市  

乃色れ同じ人IFlTと同じ言＿町で生清Lてきた軋  

たちにとって．幣さであり、r‘悲いがあるの  

H肝かであろフl冊㌣作キ刊てろニヒの・払背什  

がいJ｝れろ前に、い‡陀化ほユ．旭に進んでいろ  

といえよう上   

江＝雪子什を巾てろヒtlrJた喝合、札は二つ円  

冊Tr佃ーあろと．凹．っていろ。tllr†1い旭f馴1Jな【巾  

ヒ人l制作乃面であろ。外「りのことを細る（異  

文化理閻l、Ilホのこと車軸ろ 川本叩肝）、  

き▲■パニ外l廿人と璧流すろ柁咄モ中につける（コ  

ミュニケーべ′ヨン柁恍Irrどのことがl・苗苫で  

ある。叶同二拝を．：．モせなかりたために東光の機  

会モ運Lた岬企もあろうL、異文化を知らな  

かったために、舛車l人か1■JひんL付くモかrJ  

たり、陀を立てたりすろ昭吾も．翫、のである。   

LかL、‘にど士その上ヂFとなるし1かな人＝り什  

善行てることがもっと大UJなのである。ニ叫丈  

化を知り．叶【十闇凍講せても、どう川下をpll  

師L、甲」晰L、行醐するかは、人間別項にか  

か一－ノており、その人l冊帰朝肘甘Hことにキ  

るからである。ニ・半文化を叩附ナる挿‖二、皮晒  

′■  
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第ニ‡tll；・lF鴫IrlごIf  J∴ 島 r†】ヂ・亡 舌≡ 十：ン・中一 －一 拍干 苧   

英語科におけるティームティーチンゲに関する一考察  

広．甑rJ策†子セン中一巨作†新年卜寸l相 原 舷治郎   

・ てきるだけ町汀†キ枇l】けくI  

・ ′仁旺・‥心の描11‡を行1  

・1■．Ⅵ帥巨山の托Ⅵ予行う   

● ざl三千七が碓㌻■こLや十い」‡■聞予作ろ  

・ 計耳トiI：：を勒肘巾亡二溝l‖十ろ   

T一丁における書旨靖の和点  

・ 田仲粁甘粕咄二帖づく帯砦母子了‾う   

● 柁＿㌍乃ね↓1いモ明畔に十ろ   

・．粗科吾に桂づく柁一業をh‾う   

T－■【－において、AETヒJTTミ：1よlげユき‥  

－トナーFPnrTnFr■IヒLて、ナ寺山・モ豊釣合  

し㌧†偶力」て指導にあたイー必曹か昔ぺ   

モクM㍗、A上Tは顆師ヒLて、壬た∴虫ヒリで  

′ト㍉∵町語を托ⅢLてく軋る輯ご柵順王市ヒし  

て、さ⊥－」に、軍文化を碑接伴坤させてくれろ  

文化大便ヒLて乃附きをⅢうニヒに与ろご  

Z T一丁におけ古P旭∩，D0．See   

P18∩（計画）  

ITIミヒ∴AFTがナごりjLて招誓云■仲両モ†打たサ  

引＝即諾てあろ、「脚キ：里芋芋三†左け声モ竹ま土て指  

中ロ畔L チリ㌣か軒きら：ニ11控封∫て刀チニデーn講  

椚ヤ〒■吉‘】■】川中門‾：ニつL】て＝均t■‡二に。キLTト1jJ壬PIを  

で．お†小一刀彗れ牒持甘酢聖乃共通．＃与さく‾ろ  

こと：二㌢ろっ 門：二∴契印井草いかに別＿量的に  

†古川ナて．かという旨む■．モか－－〕干耶ilLて草門精巧  

■乍：ウ什成十ろニヒ：土、両石■にと「て正英のあ  

ろご．I和一ニあり、T－「r州尤才手刀柁号狩る＿市こ雫な  

i．闇IJてもあろ。   

Do（乗残）   

■＝徒・．T■「1シ几上二Tm二者が．－て‖佃仲匝二行作  

「11J：ニ冊‡Fけろ門間であろ．〕三苦情け1∴語相正  

一l■F‖‖n一昨l⊂tiりm）がi．7電亡二行わJL在職而モ  

苦くfl一糾む上うに㌍拘ろペきである。このこ  

とによ・）て∴町一郎叫lに／l‾きたコ‡＿つニケー   

ニニて述べる手′一ムテ†一千ング ーllド  

′l’－■111：土．′！：『．L・11ヰこ人災帥f‖．卜．†TE）工廿  

日人．・打帥lりこ軒∴∵t・隼語芹澤印IJT－‖「ご几ETl  

乃 二打畑机付こ情車1して削りH．十■．て．雷．里帥キ  

ト作ヒし′二・－r■し。■調号†：ヒLてニL二推十ろ。  

JT川、コミニー，ニケーション能力の育成を吉  

川Lた．■．‘．．J†i．「・柚外灯トト軋．■手革七了fのIll心課時  

に据えた－一三ガ拍r、鮎日射二光めl、っれていろ。   

LかrJ、いわ畑ろfJさ純仙た文法．；矩た式「【1Jキ  

指埠、紫紺1宮叩げ用1訊：．I押通み里升甘且  

…‾．照射甘キ虹槻Lた∴．汁こ什…Jlこ†ll川．の丈法相彗  

「■コミュニケーシ＝7ン傭力刀自戊キm筈十ろ  

埋囚か．今らち・J；代†「‾Lてしlろこじも軒持て  

右ろ〔しナニが′Jて、コミュニナーシコン托力  

の∩戊ウわざ」たり二打馴1Jで′：■I‖押Jち・■’；キ習相澤  

が守り刷ろナニ軸ニ・r亡，．1T一三l■l⊥け1．モ■二講：7γ聖・1’・∴  

碓†1．り叫こ椎ヒヒい二、几lミ■tlヒのT－Tを合壇  

たH・㌣才汗■†r】1J一田中さノごlこホー■〕れてし、ろ「   

‖．仁ハ‘J二す鮮卑肺モ∴‾∴ 木こf＝■．■．■∴1圭 コミュ  

ニケーーシ ャン捕吏ヅ丹木忙ヒ回甘潮岬㍗1肘管を  

f．■1－1こヒキ≠1l■Jいと十ろ′1■i■rか」笹」汁‡呈グ  

lい：二’一L打Ll■Lかイ・巧廿日に軍律十ろブ二巾〇′〕  

JJ‾羊二二′1tlてJf＿つプ叩l帰雨卜∴サえて．7▲たい  

1 T一丁と書滴鞭＃   

T Tが持l世ヤ；1てヒLて．′I：手rLや．1「■Iミに・苦  

けと巾・■J圧1・いよう■「ろチエ巾：二ご！．T T7叶、】  

‘プ．ご・JJ’i■＿lごが．キ、，1前件叶言1、∴ ′i‾1・かざJJ■Ⅰ、l：  

71〒り11r■二r】■l持で∴′■1モノ7，ヒ†l守円】てJナ．・つナ．・がりキ  

ー亨rj．上榊l軒に・1‾川巧斗万上・1：二l二【メこさナ7く，  

・ビ1旦が‘車）ろ   

L†二1て√」て、 汁・卵‾苛T：ヒ■l、一一】1：二ナ；いて亡亡モ  

杜キ刊∴「仁一〕とノ■÷哩ハか∴指；りかモiメ〕JJろ  

ぺきて為ろ．   

普通推礫におけ石碑萌の観点  



l∴．〔ゝ 前 門 で宇 セ ン サ p ■咋 賀  酢1qlニー 平成・1fl‾プ軍1 －ニl・  

ションのI王拍丁謹1王きれ、′‡二子揖il澗tに町．ざ†キ  

惟Ⅲするニヒを作嘩できろ耶丁晶ろ．   

5巳e（評価）   

指貫：牲：二JTEヒ∴FT差÷そブしノざれこりilH岨・r  

†新年：▲り．JJ．■Jい：二寺こトフたものであ一｝′二かと∵lか  

を∴「Lfナう持苫てあろ。その門、．i†・再刊■封珊  

÷ －：ヒニn．評竹刀担エ■．モモ’岩出ておくニヒか．‖・一  

軒甜†Jキ．ヒリ勒■1押Jち・レ刀に十ろと．1ど．われく）し．  

．モr†いご王、こ七咋乃柁華の改普・」二′ににつち・  

がろEうに 準市て建設的む意比宅摘が行わ  

几ろよ十二号めろぺきであり、そのことは両  

打刀井伊封土師すl†T‖」二もつながるのてある。   

さ－■パニ、】汁l巾ヒ㌦仰の話合いの過程で町．r斎  

キ仙川十ることによ1て」一rE「1身も、「】f冊  

帥真のIllに牛きる軍門」であるコミュニケー  

シ∵lン酷パケ什戊Ll冊1モ押印の4…黄モ身に  

つけろことちてきろブ〕てあろ。  

ヨ T一丁と青語活動   

八lこTが彗寸■ブ川】に存作十ろことに土って  

TTF乃．町甘的左∴こ予告・乃リニ町性椚につ1・がる活  

動J‖乍椚Id伸rnnlnllm永Ⅵtまnn A【・liヽ▼巾・lを什  

紺むニヒがでさろ。さ－■パニ．コミュニケーショ  

ン理性視てあろ」届‖r111nt竜‖∩（；ap、し：hりi亡e．  

F円dl】㌔廿lトキ牛かした．佃聖′．・㌻．†糾（Rpal  

Cnmnlし1ni亡atiりn ∴亡tjl・重けIキ′lて往・mTト  

1ET∵∵■1†11tPrat亡Ii川1の小に持たせろょうに  

幣由ろぺき丁あろ亡  

ヰ T一丁と教科書   

T－Tヒ押■1・汀三業とモ照射l主させろた瑚二は釣  

手二†1ニモ糾通約にi，1椚十ぺさであろ草㌔謹TIJ、  

亨七章二「．I：＝モ佗川十ることを寸りエンテーシ「ン  

の均て習講きれていると川いてい≠1hJu‖‾の  

勒干ごl．1：二日怖T－T¶に輔隼きれてLI左いL．コ  

ミュニケーシコン桔JJをナ．・てう〇りに過Lた典柑  

【．fかりであろとい、え亡いh Lたが－－ユて、ナヒ  

fご】－．1丁二【．七、■■習西部‖恥1lal】l】S†キ・廿作化L′ニー一  

冊に十ぎ互いこヒモ認識L、コミュニケーシ  

1ン棺力乃市l尤を11控ヒ十る弼点かl■〕．ITE「l  

叫か輿科こ「’モノ（下りに仲田十ペきで品ろハ その  

た和二は、．ITl三∩巧が†よ輯的王策Ⅲ「＝佗Il】に  

川代十ろニヒこ・く、一三一寸叩コに輔的抑」にAl‡Tの  

丁イチイア 仙1ピこ11キ・苦け入れろとい1托想  

爪転撒かピ凍てあるb その際、白ん■上の柁1誓そ  

：′l！」ノ）F〕、・；丈・対円和訳指華．「‡．甘嘩能や  

仲川場面キ無明Lた史渋弔哺勇梢彗彗か・■〕岨  

Ikrl‾ろ町1もL．また必甥であろう。  

．h㌔1触乃釣‖モ冊≠Lて、釣手二「‾苦を代車  

ナ」・し・rll■l■か翫く と、一l‡徒：士－1細Jm‡鞭即jこモー1二  

い 一打門薫■，兢1川t卜■L、いわ佃ろ入試笹．謹告  

且．乱Lた不満・二乃バ訂があがるニヒも響念写れろ亡  

5 T一丁と入試英語   

ん，。㌧にHや十い町Jチエtふっ‾ニも「ん式華．語」  

という町．臣甘柿■ヨご三万Il｛ んミlてT叶＃に持味作  

があろと十れご亡■、第1こた．．．‾「吏（mTて・．講十1  

の力座付里旬的に骨IJっれろことが【モヒんビキく  

顎2持こ．∴ミざテ【．11「三も・・ヤく）の山車問う問聞掛  

l卜L・に上ろとい－1ことであろ戸 主た、ん二郎ま  

ホ軋 巾・．て▲ごiT‾・■iご▲持の才軒隼洞町々即ほえた咋≠  

ユてで行jっれろぺきであろ。ん：．川里酔ぃまず存  

在Lて．それ≡二柿平作用苧キi軒じきせていろ七  

ころに問洋弓カであろと′P、わ九ろ〔   

LかLトん出御闇酎明恒にでH晶ろか一壁  

わり．入試で戒壇ていろ華．うf忘・ヒコ三＿1ニケ【  

シ「ン鴨力を捕成Lていか笹。ミ．1佃】†りにどま，人：  

きち・羊がなくむっていろ。坊ヰこ的にLL コミ  

ュニケーションに一g・璧な軋；．■拍車番うこと「l、  

人試にも叫応できる「計■iご：り」モ希うこと：二  

旭じるヒL・、う堰勢モ持つぺきてあろ。   

几ETヒの■l∵Tを通⊥て、笹沼nさヰさ1  

たH汀圭につしlてJTEのf，ト〕ていろ知識モェ㌢印  

し、ト抽丁市∵要でHが市雫て七・t－かを1宇7」一軒十ろ  

ニヒがでさろが、そ乃判断乃1tこ準；亡三、人試で  

日立く、彗語虻II】の■君≡照てあり′二Ll。  

1‥l－H「ん式彗語」が「七倍化仲代Ⅵ≠川1  

1・右．巾・一丁ご；†弓・二・甘誓鞋語災朽の食料玉条ヒL  

て存在十ろ■町任さ↓∵存づ舟1・い悉龍に問いか  

けてJ；り、Jt川＝．育f・わjT一てし・ろT－Tキめぐろ。－1L  

押や圧臣民に烏Jl¶の彗．語熊石に対十る同1に観  

たがいく∴かIl昭〕りていろように一1ど．われてな  

．‘－なtl。   



耶：叩1・ヰl尤」年？り   
′T・  lユ、島Jf 汽 す草 セ ン サ ＝・・lr 印  

子どもと共に人間とLての生き方を学ぷ道徳の時間の精華  

一人間の強さ中気高さに触れさせる指導を例に－  

J∴．町伊州－】：ンウード一号＝・． 苦 竹 邦 昭  

指埠：二あた－Jてごモ、．h叩のた由に十べてを  

拝げて′l：きろことがl■】′′け）帖命ヒ甘えろ柁女  

の一トきノJヒ．二れモヒえる措く大きな人間囁  

のも7押：二IlキJ「■l汁させろ必要があろう。   

LかL、桁埠ア）ゴ」いlに1日－■Jせたいあまり  

：二．牲k「】卑nサえヤ1も持ナJだけ引：‡卜1グ）てF  

あ杜∈ご、いわ沌ろ†叩主な柁某に1・り、「軋にほ  

刑止てさキし－こと」という．智．いゃーf‘・ピもにごJ  

J二せろ′ごけの柁架でi；hるニヒが号t・8   

凍抑指準例は、確聞などを工夫L．」■・ども  

外」・キ印■j▼ことのできるも乃であろ。  

・－；ご・棺町什二出いてご土、H際化などの軒公明  

聖化にト†相加二伸．L∵丁きろf■■Yもを召てろこ  

とが．・ド酌．’jれ．代々′」・釣曽掛声」摘r了ナわれてし－  

む＝ 沌セけ廿印T】〔つ†片哩も、このよ一1〆l・十ピ宣J  

モヂ章てる卜丁∴太さ1・門‘．l．：lほ馴トてtlろ。  

「サ甘指革聖師「耶3耽．胞漕」ブ1「耶コ ド、】  

■≠≠」グ1巾で、l刷町叩畔を澤サ㌧ 巨l㌣仰力幻精  

神を持てるこヒヒ澤くかかわろH零が「・巨乃  

札・．■，亡」の内需呵11にある、  

小一■jご・†牽 堺コ・、iご・隼qリ碍＝・千咋－＝．り哩．中れrRl   

叫Ilけ＝、ヤ▲こJ丈すヒモナニリ】に‾「ろ心ウご」rノ．＝木  

lヽヒ■ノて′り1■l・i■土ホ！．－－て世帯刀人ヤヒ叩．Y．：ニセチ巾  

′J  
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